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令和元年度ＰＴＡ総会次第 

 

ア ＰＴＡ代表挨拶   石田 浩史 

 

イ 学校長挨拶     山越 善耀 

 

ウ 議長選出 

      

    エ 議事 

議案第１号 平成３０年度事業報告 

議案第２号 平成３０年度決算報告（会計監査報告） 

議案第３号 令和元年度役員・委員の選任 

議案第４号 令和元度事業計画案 

       議案第５号 令和元年度予算案 

 [学校からの報告]  

  報告１ 令和元年度学校自己評価計画書   

  報告２ 総務課 

  報告３ 進路指導課 

  報告４ 生徒指導課 

[その他]  

 

オ ＰＴＡ副会長挨拶 

 

 

 

＊総会後の各学年懇談会・進路説明会会場 

      

１年学年懇談会   ：プラッサ（１F） 

      

２年学年懇談会   ：大会議室（１F） 

      

３年保護者進路説明会：大講義室（１F） 

 

 

 

 

 

 



平成３０年度 ＰＴＡ事業報告   

月  日（曜） 行  事 会 場 学校関連行事 

 ４ 

 

９（月） 

２６（金） 

入学式、始業式 

第１回ＰＴＡ役員・委員会 

本校 

本校 

4/10～11  校内学力テス

ト 

 

 ５ １２（土） 

 

１８（金） 

２５（金） 

ＰＴＡ役員会・ＰＴＡ総会  

学年別懇談会(1･2 年) 保護者進路説明会

(3 年) 

金沢地区高Ｐ連春季総会・指導者研修会 

３年さわやかクリーン活動 

本校 

 

東急ホテル       

5/2 遠足 

5/6 吹奏楽部定期演奏会 

5/14~17 中間試験 

 ６  ６（水） 

２２（金） 

２３（土） 

石川県高Ｐ連年次総会 

自転車マナー県下一斉指導 

第１回金沢地区生活指導・母親代表委員会 

 

本校周辺 

本校 

5/31~6/3 高校総体・総文 

6/5~8 ２年修学旅行 

 

 ７ ５（木） 

７（土） 

９（月） 

１３、１

４ 

 

１３（金） 

２３（月）

～ 

２５（水） 

 

ＰＴＡと生徒会各部長との懇談会① 

保護者進路説明会（１年） 

第２回ＰＴＡ役員委員会 

北信越地区高Ｐ連研究大会 

「ＰＴＡだより」第６７号発行 

１年さわやかクリーン活動 

保護者懇談会（全学年） バザー物品受付 

 

第１回学校評価 

本校 

本校 

本校 

新潟 

 

本校周辺 

本校 

 

 

7/2~5 期末試験 

7/10 高文連文化教室 

7/18,19 校内球技大会 

7/20 １学期終業式 

7/23～7/27  1～3 年前期

補習 

7/30、31 ３年前期補習 

 

 ８ ２０（月） 

２１（火） 

２８～２

９ 

３０（木） 

３１（金） 

全国高Ｐ連大会① 

全国高Ｐ連大会② 

西高祭準備 

西高祭① 

西高祭準備 

佐賀県 

佐賀県 

 

本多の森ホ

ール 

本校 

8/1 体験入学(全日) 

8/20～24,27  後期補習 

8/30 ２学期始業式 

 ９ １（土） 

８（土） 

２１（金） 

西高祭② 

第２回金沢地区生活指導・母親代表委員会 

自転車マナー県下一斉指導 

本校 

本校 

本校周辺 

9/3,4  校内学力テスト 

9/13~16 前期新人大会 

9/28 創立記念日 

１０ ５（金） 

１９（金） 

２０（土） 

第３回ＰＴＡ役員・委員会 

２年さわやかクリーン活動 

保護者進学説明会（２年） 

本校 

本校周辺 

本校 

10/9～12 中間試験 

10/16 避難訓練 

10/28 金沢マラソン 

１１  １（木） 

 １（木） 

３（土･

祝） 

 ６（火） 

２２（木） 

２９（木） 

教育ウィーク・学校公開週間（～７日） 

ＰＴＡ大学見学会 

授業公開・ＰＴＡ講演会 

県高Ｐ連研究大会・研修会 

金沢地区高Ｐ連秋季総会・指導者研修会 

保護者懇談会（３年）① 

保護者懇談会（３年）② 

本校 

 

本校 

文教会館 

本校 

本校 

本校 

11/8~11 後期新人大会 

11/19～22 3 年学年末試

験 

 



３０（金） 

１２ ３（月） 

４（火） 

１７（月） 

１８（火） 

１９（水） 

 

保護者懇談会（３年）③ 

保護者懇談会（３年）④  

保護者懇談会（１,２年）① 

保護者懇談会（１,２年）② 

保護者懇談会（１,２年）③ 

第２回学校評価 

本校 

本校 

本校 

本校 

本校 

11/29～12/4  1,2 年期末

試験 

12/20 ２学期終業式 

12/20～22  ２年勉強合宿 

12/25～27  ３年冬季補習 

 １ １２（土） 

２５（金） 

 

ＰＴＡと生徒会各部長との懇談会② 

ＰＴＡ役員会 

本校 

本校 

1/7  ３学期始業式 

1/7～8 １,２年校内実力テ

スト 

1/19～20 大学入試センタ

ー試験 

 ２ ２（土） 

１５（金） 

第３回金沢地区生活指導・母親代表委員会 

第４回ＰＴＡ役員・委員会 

本校 

 

2/19~22 学年末試験 

2/28 卒業式予行・表彰・同

窓会入会式 

 ３  

 １（金） 

２０

（水） 

「ＰＴＡだより」第６８号発行 

卒業式 

新入生仮入学、新年度役員依頼 

 

本校 

本校 

3/18,19  校内球技大会 

3/22 終業式 離任式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 ＰＴＡ事業計画   

月  日（曜） 行  事 会 場 学校関連行事 

 ４ 

 

８（月） 

１９（金） 

入学式、始業式 

第１回ＰＴＡ役員・委員会 

本校 

本校 

4/9～10  校内学力テスト 

4/18  部結成 

4/23  遠足 

 ５ １１（土） 

 

１７（金） 

ＰＴＡ役員会・ＰＴＡ総会  

学年別懇談会(1･2 年) 保護者進路説明会

(3 年) 

金沢地区高Ｐ連春季総会・指導者研修会 

本校 

 

東急ホテル       

5/6 吹奏楽部定期演奏会 

 

 ６  ５（水） 

２１（金） 

石川県高Ｐ連年次総会 

自転車マナー県下一斉指導 

 

本校周辺 

5/30~6/2 高校総体・総文 

6/4~7 ２年修学旅行 

6/4  ３年球技大会 

6/6  １年球技大会 

 ７ １（月） 

４ 、 ５

（木、金） 

６（土） 

 

２２（月）

～ 

２４（水） 

第２回ＰＴＡ役員委員会 

北信越地区高Ｐ連研究大会 

保護者進路説明会（１年） 

「ＰＴＡだより」第６９号発行 

保護者懇談会（全学年） バザー物品受付 

第１回学校評価 

本校 

長野 

本校 

 

本校 

 

6/28~7/3 期末試験 

7/5 高文連文化教室 

7/19 １学期終業式 

7/22～7/26  1～2 年前期

補習 

7/22～7/31 ３年前期補習 

 

 ８ ２２（木） 

２３（金） 

２７～２

８ 

２９（木） 

３０（金） 

３１（土） 

全国高Ｐ連大会① 

全国高Ｐ連大会② 

西高祭準備 

西高祭① 

西高祭準備 

西高祭② 

京都 

京都 

 

本多の森ホ

ール 

本校 

本校 

8/1 体験入学(全日) 

8/19～23,26  後期補習 

8/29 ２学期始業式 

 ９ １３（金） 

２０（金） 

さわやかクリーン活動（2 年） 

自転車マナー県下一斉指導 

本校 

本校周辺 

9/3~4  1,2 年校内学力テ

スト 

9/19~22 前期新人大会 

9/26  ２年球技大会 

9/28  創立記念日 

１０ ４（金） 

１８（金） 

１９（土） 

第３回ＰＴＡ役員・委員会 

１年さわやかクリーン活動 

保護者進学講演会（２年） 

本校 

本校周辺 

本校 

10/8～11 中間試験 

10/15  避難訓練 

10/27  金沢マラソン 

１１  １（金） 

 ２（土） 

 ６（水） 

１５（金） 

教育ウィーク・学校公開週間（～７日） 

授業公開・ＰＴＡ講演会 

県高Ｐ連研究大会・研修会 

ＰＴＡ大学見学会 

本校 

本校 

文教会館 

 

11/7~10 後期新人大会 

11/25～28 3 年学年末試

験 

           １、２年期末

試験 



１２ 16（月） 

～19（木） 

17（火） 

～19（木） 

保護者懇談会（３年） 

第２回学校評価  

保護者懇談会（１,２年） 

第２回学校評価 

本校 

 

本校 

12/20 ２学期終業式 

12/20～22  ２年勉強合宿 

12/23～25  ３年冬季補習 

 １  

 

 

ＰＴＡ役員打合せ 

 

 1/6  ３学期始業式 

1/6～7 １,２年校内実力テ

スト 

1/18～19 大学入試センタ

ー試験 

 ２ １４（金） 第４回ＰＴＡ役員・委員会 未定 

 

2/25~28 学年末試験 

 

 ３  

 ３（火） 

２０

（金） 

「ＰＴＡだより」第７０号発行 

卒業式 

新入生仮入学 

新年度役員依頼 

 

本校 

本校 

本校 

3/16~17  校内球技大会 

3/24  終業式 離任式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
令和元年度 学校自己評価計画書 

石川県立金沢西高等学校（1/2） 
重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現   状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判定基準 備  考 

 
１ 

ＩＣＴの
効果的な
活用や主
体的・対
話的で深
い学びの
視点から
の授業改
善に努め
、確かな
学力の育
成を図り
、進路実
現につな
げる。 

① 研究授業、相互
参観授業を通し
て授業改善を図
り、探究的な学
習活動や質の高
いグループ活動
などを取り入れ
た授業を実施す
る。 

教務課 生徒による授業評価ア
ンケートでの肯定的評
価は７７％であった。
ＩＣＴを活用しやすい
環境の中で、教師・生徒
ともに発表や学びあい
といった授業改善が進
んでいる。 

【満足度指標】 
全ての教員がＩＣ
Ｔを活用した授業
を実践し、研究授
業や相互参観授業
に取り組み、肯定
的評価をさらに向
上させたい。 

ＩＣＴの活用など授業に工夫が見られると
する肯定的評価が 
Ａ ８０％以上   Ｂ ７５％以上 
Ｃ  ６５％以上   Ｄ ６５％未満 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

生徒による
授業評価ア
ンケートで
評価 

生徒による授業評価ア
ンケートでの肯定的評
価は８０％であった。
主体的・対話的で深い
学びの視点からの授業
改善により、生徒が達
成感を味わえるように
授業改善を行っている
。 

【努力指標】 
学力がついてきて
いるという肯定的
評価が高まり、成
績に反映するよう
に主体的・対話的
で深い学びの視点
からの授業改善に
取り組む。 

授業を通じて学力がついてきているという
肯定的評価が 
Ａ  ９０％以上   Ｂ ８０％以上 
Ｃ  ７５％以上   Ｄ ７５％未満 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

生徒による
授業評価ア
ンケートで
評価 

② 「総合的な探究
の 時 間 （ 西 高
SDGsプロジェク
ト）」の活動を通
して、主体的・探
究的・対話的に
学び活動する態
度を養う。 

企画課 生徒によるアンケート
結果での肯定的評価は
９６％と予想以上に高
い評価であったが、個
々の活動を見ると自己
評価が甘くなっている
生徒もいたと思われる
。数字に実態が近づく
よう更なる改善を加え
る予定である。 

【満足度指標】 
プロジェクトに対
して年間を通じて
主体的・探究的・協
働的に取り組んだ
、とする肯定的評
価を維持する。 

生徒によるアンケートで「主体的・探究的・
対話的に活動に取り組んだ」とする肯定的評
価が 
Ａ  ９５％以上   Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上  Ｄ ８５％未満 

Ｃ・Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

年度末の振
り返りの時
間に、生徒
によるアン
ケートを実
施 

③ 家庭学習時間量
調査を実施して
現状を把握・分
析し、指導する
ことで進路実現
にむけた学習時
間の確保を促す
。 

教務課 
各学年 

生徒による学習時間量
調査の結果によると、
目標達成生徒の割合は
２３％であった。 

【成果指標】 
目標とする家庭学
習時間を「学年＋
１時間」に設定し、
達成する生徒の割
合を５０％以上に
する。 

家庭学習時間が「学年＋１時間」に達してい
る生徒の割合が 
Ａ   ５０％以上  Ｂ  ４０％以上 
Ｃ  ３０％以上  Ｄ  ３０％未満 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

家庭学習時
間量調査で
評価 

④ 校外模試のデー
タを教科と学年
が連携をとって
分析し方策を検
討することで、
学力向上に結び
付ける 

進路指導課 
１・２学年 
 

昨年度の１月校外模試
３教科型偏差値が５２
以上の生徒は、１年生
８クラスで９１名、２
年生９クラスで１０６
名であった。 

【成果指標】 
１・２年１月の校
外模試で３教科型
偏差値が、５２以
上の生徒数が、１
２０名以上を目指
す。 

１月の校外模試３教科型偏差値５２以上が 
Ａ １２０名以上  Ｂ１００名以上 
Ｃ   ８０名以上   Ｄ ８０名未満 

※１・２年別に達成度を判断する 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

当該模試の
結果で評価 

進路指導課 
３学年 

現３年生は、２年次１
月記述模試５教科偏差
値５０以上が９クラス
で１２６名、２月マー
ク模試総合偏差値５２
以上がレギュラー７ク
ラスで４１名であった
。 

【成果指標】 
３年校外記述模試
において、偏差値
５０以上及びマー
ク模試偏差値５２
以上は１２０名以
上を目指す。 

１０月の校外記述模試偏差値５０以上が 
Ａ １００名以上  Ｂ ８０名以上 
Ｃ  ６０名以上   Ｄ  ６０名未満 

 
１１月のマーク模試総合偏差値５２以上が 
Ａ １００名以上  Ｂ  ８０名以上 
Ｃ  ６０名以上  Ｄ  ６０名未満 

⑤ 進路学習を充実
させることで、
高い進路目標を
持たせ、最後ま
で目標実現のた
め努力を継続さ
せる指導を行う
。 

進路指導課 国公立大学合格者数は
６２名。 
金沢大学、富山大学合
わせた合格者は、１５
名（金沢大４名、富山大
１１名）。 

【成果指標】 
① 国公立大学合格

者数１００名以
上を目指す。 

②金沢大学、富山
大学合わせた合
格者３０名以上
を目指す。 

①国公立大学合格者数（過年度卒含む）が 
②金沢大学、富山大学合わせた合格者が 
Ａ ①１００名以上かつ②３０名以上 
Ｂ ①７０名以上または②２５名以上 
Ｃ ①５０名以上または②２０名以上 
Ｄ ①５０名未満かつ②２０名未満 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

年度末の実
績で評価 

 
２ 

組織的な
生徒指導
を通して
、規範意
識を高め
、将来の
主権者と
しての自
覚を促し
、自立し
た社会人
たる判断
力・行動
力を養う
。 

①  朝の挨拶運動に
おいて生徒会と
協力して活性化
を図る。自ら発
する伝わる挨拶
を実践し、社会
人として必要な
コミュニケーシ
ョン能力を培う
。 

生徒指導課 挨拶は、されたら返す
程度で自ら発する生徒
は半数に満たない。ま
た、声に出して伝える
ことが苦手な生徒が少
なくないために、会釈
のみの挨拶をしている
場面が散見される。 

【成果指標】 
自ら相手に対し、
挨拶を発すること
ができたかどうか
？生徒アンケート
から評価する。 

学期末ごとの生徒アンケートから、いろんな
人に自ら発して伝わる挨拶ができたが、 
Ａ ９０％ 以上  Ｂ ８０％ 以上 
Ｃ ７０％ 以上  Ｄ ７０％ 未満 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

年度末の実
績で評価 

②  登校指導等にお
いて、自転車乗
車マナーの向上
を目指し、交通
ルール遵守の精
神を忘れず、安
全に配慮できる
判断力と注意力
を身につけさせ
る。 

生徒指導課 交通違反件数は減少し
てきているが、約９０
０名の生徒が自転車通
学をしており、その中
には、自分勝手な運転
をして交通事故に遭っ
たり、スマホやイヤホ
ン等のながら運転はい
まだ目にする光景であ
る。 

【成果指標】 
県教委からの自転
車乗車違反指導件
数から評価する。 

自転車乗車違反件数が、年度末累計で 
 Ａ ３０件 未満  Ｂ ３０件 以上 
 Ｃ ４０件 以上  Ｄ ５０件 以上 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

年度末の実
績で評価 

③  いじめは決して
許されない行為
であることを周
知し、他者の心
情を配慮できる
思いやりの心を
醸成する。未然
防止に取組とと
もに、居心地の
良い学校づくり
に努めていく。 

生徒指導課 昨年度はいじめアンケ
ート２回で１名もいじ
めを訴える生徒はいな
かった。しかし、生徒ア
ンケートからはいじめ
への肯定的な取組につ
いて５６％と低い数値
が示された。生徒が安
心して通える学校づく
りへの改善がさらに必
要と考える。 

【成果指標】 
互いを尊重できる
居心地の良い学校
かどうか、学期末
アンケートから評
価する。 

互いを尊重できる居心地の良い学校である
かのアンケート集計で、肯定的評価が 
 Ａ ９０％以上    Ｂ ８０％以上 
 Ｃ ７０％以上    Ｄ ７０％未満 

Ｃ、Ｄの場合
、評価結果を
分析し、方策
を検討する。 

生徒による
学校評価ア
ンケート 

 



石川県立金沢西高等学校（2/2） 
  ④ 自己管理能力を

高めるために、
自らの健康問題
にしっかりと向
き合う態度を養
う。 

保健相談課 
各学年 

視力低下や歯科疾患を
放置し医療機関を受診
しない傾向が見られ、
自らの健康問題の改善
に真剣に取り組む意識
が低い。 

【成果指標】 
視力と歯の受診者
全員が健康問題に
関心を持ち、医療
機関を受診して視
力の矯正や、齲歯
の治療等を行うこ
とを目指す。 

視力と歯の要受診者の受診率平均が 
 Ａ  ６０％以上   Ｂ   ５０％以上 
  Ｃ   ４０％以上    Ｄ   ４０％未満 

Ｃ、Ｄの場
合、評価結
果を分析し
、方策を検
討する。 

年度末の実績
で評価 

 
３ 

文武両道
の実践の
もと、部
活動の更
なる活性
化を図り
、心身の
錬磨を通
して、人
間力を高
めチャレ
ンジ精神
を培う。 

①  運動部・文化部
ともに活動内容
の充実と挨拶な
どの規範意識の
醸成を図りなが
ら 部 員 数 の 増
加・定着に努め
る。 

生徒会課 昨年度は例年に比べ退
部者人数は減少した
が、部活動の意義と継
続する大切さを教師側
がしっかりと生徒に伝
え続ける姿勢が必要で
ある。規範意識の挨拶
については、しっかり
できる部とそうでない
部が二極化している。 

【成果指標】 
部活動加入率９
５％以上を確保す
る。年２回の部活
動所属調査によっ
て評価する。 
 

部活動加入率が 
Ａ ９５％以上   Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上   Ｄ ８５％未満 

Ｃ、Ｄの場
合、再入部
指導を検討
する。 

年度末の実績
で評価 

②  運動部・文化部
ともに計画的か
つ効率のよい練
習を行い、好成
績につなげる。 

生徒会課 県高校総体総合成績に
ついては一昨年１５位
から昨年度２１位へ後
退した。文化部につい
ては、賞状の枚数の増
加だけでは測りきれな
いが、より活性化につ
ながるように指導面・
環境面のさらなる整備
が必要である。 
 
 

【成果指標】 
部活動の練習内容
の充実（科学的ト
レーニングの導
入、効率化、自主
性）によって前年
度以上の成果を目
指す。 
運動部について
は、県高校総体総
合成績の順位によ
って評価する。 
文化部について
は、各種大会・コン
クールにおける年
間の獲得賞状枚数
によって評価す
る。 

（運動部） 
県高校総体総合成績が    
Ａ １０位以内    Ｂ ２０位以内 
Ｃ ３０位以内    Ｄ ３１位以下 

 
（文化部） 
各種大会・コンクールにおける年間の獲得賞
状枚数が 
Ａ ２０枚以上    Ｂ １５枚以上 
Ｃ １０枚以上    Ｄ １０枚未満 

Ｃ、Ｄの場
合、評価結
果を分析し
、方策を検
討する。 

年度末の実績
で評価 

 
４ 

ボランテ
ィア等の
諸活動や
情報の発
信を通し
て、保護
者、地域
との連携
を密にし
、信頼さ
れる学校
づくりを
行う。 

① 学校教育活動に
ついて、ホーム
ページやメール
配信、学年通信
等による積極的
な配信に努め、
保護者や地域の
方の一層の理解
・協力を得る。 

教務課 
総務課 
各学年 

保護者による学校評価
アンケートの結果によ
ると、肯定的評価は７
４％であった。 

【満足度指標】 
学校の情報提供に
よる満足度を８０
％以上にする。 

学校の情報提供は十分に行われているとい
う保護者が 
Ａ ８５％以上     Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７５％以上     Ｄ ７５％未満 

Ｃ、Ｄの場
合、評価結
果を分析し
、方策を検
討する。 

保護者による
学校評価アン
ケートで評価 

昨年度、ＰＴＡ総会・教
育ウィーク時の保護者
の来校者数はのべ５０
０名であった。 

【努力指標】 
ＰＴＡ総会、教育
ウィーク時の保護
者の来校者数を増
やす。 
また、進路説明会
などの来校者数も
増やしていきたい
。 

ＰＴＡ総会、教育ウィーク、進路説明会等で
の保護者の来校のべ人数 
 Ａ １０００名以上 Ｂ ７００名以上 
 Ｃ  ５００名以上 Ｄ ５００名未満 

Ｄの場合、
評価結果を
分析し、方
策を検討す
る。 

年度末の実績
で評価 

② 
各分掌や各学年

、各教科と連携

し、生徒の読書

活動を促進する

。 

総務課 
昨年度１２月末までの
図書館の貸出冊数は、
生徒１人当たり１．８
８冊であった。 

【努力指標】 
生徒の読書活動を
促進する。 
 

図書館の貸出冊数生徒１人あたり１２月末
までで 
 Ａ ４冊以上     Ｂ ３冊以上 
 Ｃ ２冊以上     Ｄ ２冊未満 

Ｄの場合、
評価結果を
分析し、方
策を検討す
る。 

１２月末の実
績で評価 

③ 節電・節水、ゴミ
の分別や紙の３
Ｒｓ活動を通し
て、環境保全活
動への意識関心
を高める。 

保健相談課 環境委員会活動を通し
て、環境に対する生徒
の意識を高めてきたが
、環境保全活動に対す
る意識が薄い。 
『いしかわ家庭版環境
ＩＳＯ「省エネ・節電ア
クションプラン」』の実
践が５８％であった。 

【成果指標】 
生徒のエコ活動を
推進し、環境に対
する意識を高める
。『いしかわ家庭版
環境ＩＳＯ「省エ
ネ・節電アクショ
ンプラン」』を実践
し、前年度以上の
回収率を目指す。 

『いしかわ家庭版環境ＩＳＯ「省エネ・節電
アクションプラン」』を実践し、その回収率
が 
 Ａ ６０％以上    Ｂ   ５０％以上 
  Ｃ ４０％以上        Ｄ   ４０％未満 

Ｃ、Ｄの場
合、評価結
果を分析し
、方策を検
討する。 

年度末の実績
で評価 

５ 「教職員
の多忙化
改善に向
けた取組
方針」を
踏まえ、
教職員の
時間外勤
務縮減に
向けて勤
務時間を
適正に管
理し、業
務改善に
向けた学
校マネジ
メントを
推進する
ために具
体的な取
組 を 行
う。 

① ワークライフバ
ランスを常に意
識し、校務の効
率化に向けて具
体的な取組を実
践する。 

 昨年度の職員へのアン
ケート結果では、肯定
的評価は６２％であっ
た。今年度も引き続き、
業務の質的向上とワー
クライフバランスに繋
がる業務改善に取り組
む必要がある。 

【努力指標】 
具体的な取組を実
践し、時間外勤務
が減少した教職員
の割合を増加させ
る。 

具体的な取り組みを実践し、時間外勤務が減
少した教職員の割合が 
Ａ ８０％以上    Ｂ ６０％以上 
Ｃ ４０％以上    Ｄ ４０％未満 

 

Ｃ、Ｄの場
合、評価結
果を分析し
方策を検討
する。 

職員へのアン
ケートおよび
勤務時間調査
で評価 

  


